
「家庭学習スタンダード」の活用実践事例

「主体的・対話的な学習を通して，児童生徒が相互に啓発

し合える授業」と「自己マネジメント力に基づく家庭学習」

による学習サイクルの確立

石神中学校ブロック

家庭学習の習慣が身についている生徒が多いが，中には習慣自体が確立して

いない生徒や充実した学習内容になっていない生徒もいる。授業を振り返り，自分

に必要な学習について学校で計画を立てさせることによって，自主的な姿勢と，学

習内容をより意義のあるものにすることを目指し，指導に取り組んでいる。

取組のねらい
自ら家庭学習の計画立てをする主体性を育てたい。

帰りの学活でその日の授業を振り返り，自分に必要な学習について考え，家庭学習の計

画立てをすることで，学習サイクルを確立させ，家庭学習の内容の質的改善につなげてい

くことをねらいとした。

取組の内容
まとめ・振り返りの時間を確保し，家庭学習に関するアドバイスを行う。

授業において，まとめの時間を確保し，学習内容を振り返らせるとともに次の授業につ

ながる課題を出すことにより，家庭学習への意欲を高められるようアドバイスや指示を与

えるようにしている。

石神ブロック「家庭学習の手引き」の作成，配付

「家庭学習スタンダード」をもとに，より

具体的に取組内容を示した「家庭学習の手引

き」を石神地区共通という形で作成し，全家

庭に配付した。これにより，小中が共通認識

をもって取り組めるようにした。
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学習指導案への位置づけ

「学習サイクルの確立」を目指し，今年度指

導案へ「授業の質的改善に向けた本時の手立て」

と「家庭学習との関連」という項目を記載する

こととした。これらの項目が相互に機能し合え

るように記載することによって，教師が「どの

ように授業をまとめ，家庭学習につなげていく

か」を考え授業を組み立てる意識付けにつなが

っている。

「課題連絡掲示板」の活用

各教室に「課題連絡掲示板」を設置し，課題や宿題に特化した内

容を各教科委員が書き込むようにしている。

生徒が次の授業への課題を確認するとともに，教師が課題・宿題

の教科間のバランスを確認することにも役立っている。

「学習ログ」（家庭学習の計画立て）

帰りの学活時に「課題連絡掲示板」を参考にしなが

ら，その日の授業を振り返り，自分に必要な学習内容

を考え，家庭学習の計画立てをするよう指導している。

実践して見えてきたこと
学習サイクルを意識した家庭学習の指導

「課題連絡掲示板」の活用及び「学習ログ」を利用した家庭学習の計画立ての指導を継

続して行ってきた。そのことにより，学校で家庭学習の計画を立て，家庭で自分の必要な

学習に取り組む学習サイクルへの意識が高まった。

保護者との連携強化の必要性

生徒の学習サイクルは確立されつつあるものの，自主学習ノートなどに目を向けると，

学習内容については課題が残る。学習内容の質的改善，また「字を丁寧に書く」「ＴＶや

スマホなどの誘惑に負けないように取り組む」といった課題の改善には家庭との連携が必

要不可欠である。生徒同士がお互いの学習方法を学び合ったり，保護者が家庭学習をチェ

ックするなどの方策を考え，実践していきたい。


